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{中真紀子
厩

記憶

概要

知覚，記'臆，思考，推論等々，人の認知機能は日で見る事ができな

い。認知科学者はこのような日に見えない過程の特鍛を捉え，分類し，

関係性を見つけ，モデルというかたちで明示化する。ここでは穣々の認

知過程のうち，記憶について見ていくことにしよう。日常生活における

「言己憶」は i覚えること J (記'臆する，記強力がよい)， i覚えている内

容J (楽しい記憶，記憶がない)， i覚えている内容が蓄えられている場

所J (記憶にとどめる)などの意味で用いられる O また，記憶といえば

「想起」や「忘却」といった言葉が連想としてすぐに浮かぶ。こういっ

た記穏の特徴は，古くから哲学や思考実験の対象となり，さまざまな事

物やテクノロジーになぞらえられ，モデル化されてきた。ここでは短期

記憶と長期記憶の区別，意識化できる記憶とできない記憶，言語化でき

る記憶と言語化しにくい記憶などをめぐって記憶の特徴を紹介する。

キーワード:

短期記憶ー長期記憶司ワ キングメモ 1)司記憶のモデル司記憶の

種類。
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1 .記撞のモデル

記銘と想起

記寵における顕著な特徴の第宇は「覚えるJ I心にとどめるJ I思い出

すJ I忘れる」といった記憶の動態であろう。これらは心理学的には次

のように定義される。

*記銘:今まで知識として持っていなかった，新しい情報を覚える

過程。

*保持:今まで知識として持っていなかった情報が，知識として固

定(定着)し，維持されること。

*想起:なんらかの情報を意識のなかにとどめておくこと O これ

は，初めて目にする情報を意識のなかにとどめておくことも，

知っている情報を思い出して意識のなかにとどめておくことも指

す。

*忘却 :i呆持されていた記憶が，想起で、きなくなること O 情報内谷

が変容する，消去される，他の情報の干渉を受け，検索不可能と

なる，などにより忘却が生じるとされる O

ローデイガー (Roediger，H， 1.)は，人が歴史的に記憶をどのような

事物になぞらえてきたかを例示している(表 8-1 ) 0 占くは I覚える

こと」はろう版に印をつけること I忘れること」 は印を消すことにな

ぞらえた。プラトンは「覚えること J を鳥小屋のなかで烏を鋸う事，

i思い出すことJ はそれを手で捕まえること I記憶の誤り」は意関した

ものとは呉なるあを手にすることになぞらえている。鳥小屋から烏が逃

げてしまったら，それは記憶が失われることを指すのだろう。その後

も，記鵠;はさまざまな発明品やテクノロジーになぞ、らえてきた。ピン



表 8-1 記憶のメタファ (Roediger，1980) 

A.検索を伴う空間的アナロジー一一一一一一一一

ろう板 (Plato. Aristotle) 

蓄音機 (Pear. 1922) 

鳥小屋 (Plato) 

家(James，1980) 

部屋 (Freud， 1924/1952) 

自己霞板 (John， 1972 参照)

財布 (Miller， 1956) 
穴のあいたバケツまたはふるい (Miller，1956) 

がらくた箱 (Moller， 1963) 

びん (Miller. Galanter. Pribram， 1964) 

コンピュータープログラム (Shiffrin，1968) 

貯蔵燦 (Atkinson and Shiffrin， 1968) 

ミスティックライティング(絵を抜き，表紙をはがすと絵が消えるおもちゃ)

(Freud. 1940ノ1950)

(Klatzky. 1975) 

(Hintzman， 1974) 
プッシュダウンスタック(ばねがついた組乗せ台) (Bernbach， 1969) 

酸の容器
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一記州出

仕事台

午の胃袋

開書館

(Posner and Konick， 1966) 

(Broadbent， 1971) 

(Loftus， 1977) 
(Brown and McNeill， 1966) 

(Murdock， 1974) 

(Posner and Warren， 1972参照)

(Collins and Quillian， 1970) 

(Landauer， 1975) 

B. 1也の空間的理論

辞書

分類カード

ベルトコンベア

テープレコーダ一

地下鉄の地図

ごみ箱

体制化王立 (Tulving， 1962) 

(Mandler， 1967) 階層的ネットワーク

連合ネットワーク (Anderson and Bower， 1973) 

一一一一一C.他のアナロジ一一一一一一

筋肉(強度)

構成

恐竜の復元

処理段階

信号検出

iピアノのメロデイ

おんさ

ホログラム

鍵と鍵穴

(Woodworth， 1929) 

(Bartlett， 1932) 

(Neisser， 1967) 

(Crail王andLockhart， 1972) 

(Bernbach. 1967) 

(i司Techsler，1963) 

(Lockhart. Craik. and Jacoby， 1976) 

(Pribram， 1971) 

(Kolers and Palef， 1976) 



は iボトルネック理論」ともよばれるように，一度期に一定の情報し

か処理されないことを，バケツは関値を超えると情報が流れ出してしま

うことを，鍵と鍵穴は適切な手がかり(鍵)がないと，記憶を取り戻す

ことカまできないことを表している O ミスティックライティング(ベンで

刻印し，上のセルをはがすと書かれたものが消えるおもちゃ)やテープ

レコーダー，そしてコンビュータの発明により，記'1意はさらに詳細に表

現されることとなった。

記銘のプロセス

記憶過程のなかでも特に注目されてきたのは 記銘の過程で、あるだろ

176 うo 1玄18勾 1はこの過程に焦点を当てた，シフリンとアトキンソンによ

る箱形モデルを図示したものである。このモデルでは，情報がごく短期

間保持される短期記憶と，より長期にわたって保持される長期記憶とが

区別されている O

*短期記'臆:典型的には1O~15秒程度，意識のなかで維持される記

憶。例えばカラオケで冊子から歌いたい曲を選択し，その番号を

リモコンでカラオケマシンに送る場合， 8921002などの番号をー

知覚

記'憶の過程

1)ハーサ}!，;

短期記憶 長期記11憲

懇

函 8-1 シプリンとアトキンソン (Shiffrin& Atkin-

son守 1969)に基づく記憶モデル



時心にとどめておかなければならない。これは短期記憶の例であ

る。短期記憶に一度に維持される情報は 7:t2 (5~9) の情報

単位だとされる。情報単位とは，単語，命題，人物など，ひとま

とまりの情報を指す。また，個人が一度に保持できる情報量のこ

とをメモリスパン(記憶:容量)という。

*長期記憶:国定され，長期間にわたり保持される清報。言葉の意

i床，思い出，語学，泳ぎ方や自転車の乗り方など，身についた情

報を指す。

このモデルによれば，感覚器官から入った情報は短期記穏に送られ

る。多くの情報はここで失われてしまうが，リハーサル(操り返し:例

えば上記の例の8921002を心のなかで繰り返すこと)などによって維

持・強化された晴報は，長期記鳴に転;まされ長期にわたって保持され

る。 リハーサルは記憶を保持し，長期記憶に転送するための記憶方111告

(記憶の方法，記憶術)の aつである。
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ワーキングメモリ

短期記憶の特徴や機能をさらに詳細に表しているモデルとして，パデ

レーとヒッチ (Baddeley& Hitch， 1974 ; Baddeley， 2000)のワーキン

グメモリ(作業記憶)モデルをあげることができる。ワーキングメモリ

にはQJ、下のような成分が含まれるとされる。

*音韻ループ:音韻情報が短期間保持されるバッファ(緩衝装置)。

ループ状に繰り返す(唱える:構音という)ことにより， '1'吉報を

意識内に維持することができる O 音韻ループの効率は，情報を単

位時間当たりどの程度唱えることができるかという構音率と関連

カtあるとされる。
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*視覚スケッチパド:色，かたち，清景などの視覚的清報が短期間

保持されるノfッフア O

*エピソードバッファ:体験が短期間そのままのかたちで保持され

るノtッファ。

*中央実行機能:複数の処現を同時に行う多重諜題において，処理

や注意にワーキングメモリの容量を割り当てる機能を指す。例え

ば，自動車の運転は日や耳で道路の情報を確認しつつ運転を実行

する多重課題であるが，混雑のない道路であれば，助手席の人と

話しながら運転することもできる O しか Lif~雑した道路では，よ

り多くの容量を道路状況の処理に割り当てる必要がある O このよ

うな諮り振りが，中央実行機能によって可能になると考えられて

いる O

2.長期記韓、の特徴

ヘッブの細胞集成体

次に，長期記憶により注目したモデルを見ていくことにしよう。

i豆18-Z (左)は，覚えることと思い出すことに焦点を当てた，ヘッ

ブによる拙胞集成体モデルである O このモデルは大脳皮質のニューロン

(神経綿胞)の集合を模している O ニューロンは，細胞体と細胞体とを

結ぶ剥i索やシナプス，樹状突起などから成る。隣接する綿抱体が繰り返

し刺激される(i舌'性化ないし日武j舌という)と， これらの細胞イ本を結ぶ結

別問シ勺 1 
j ¥¥一一一くL

細胞{本

車Ul索

図 8-2 細胞集成体モデル(左)とネットワークモデル(右)



合が強化され，物理的な変化が生じる。ヘッブはこれを細胞集成体と名

付け，情報が長期記憶として国定することと対応付けた。細胞集成体の

一部が刺激されると，その情報は.集成体内にある他の細胞を活性化さ

せる O これが「思い出すことJ に対応する O また，ループ状の細胞集成

体(閉回路)では，ある細胞の活性化情報はループ内の別の細胞を活性

化し，その細胞は再びもとの細抱を活性化する。このようにして，情報

はループ内をめぐり ，i舌f生イとされ続けることになる。これは，情報が意

識され続ける状態だと考えることができる。

アンダーソンのネットワークモデル

ヘッブは生物学的な基礎に重きを置いたが，より抽象的に，細胞集成

体をネットワークとして表わしたモデルもある(凶 8-2 (お))。アン

ダーソンの意味ネットワークモデルでは，細胞体はノード(節)， *rlI索

や樹状突起はリンク(結合)になぞらえられる (Anderson，1980) 0 

ノードは概念であり，ノードとノードの強さは，それらを結ぶリンクの

ウエイト(結合の重み付け)によって表される。このモデルにおいて

も，覚えることはネットワークの形成として，思い出すことはノードの

活性化によって表される。あるノードを活性化させた情報は，リンクを

通じて周辺のノードへと伝播される。これを活性化拡散という。リンク

を通して活性化情報を受け取ったノードも活性化し情報は 2次， 3次

のノードへと伝播される。
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種々の長期記憶とネットワーク

長期記憶は長時間にわたって保持される記憶であるが，短期記憶の種

類や機能が詳細に検討されているのと同様，長期記暗についてもさまざ

まな種類の記'憶が向定されている O

長期記穏は一般に，意識化できる顕在記憶と意識化できない潜京記憶



とに分けられる O 顕在記憶は，記'1意されている情報内容や，記銘，保

持，想起などの過程を意識化することができる記i怠である O 記憶しよう

と思って覚える，思い出そうと思って思い出す，思い出せたことが分か

る，などは意識的な記憶の過程で、ある O これに対し，潜在記憶とは，気

づかないうちに学習していることがらや，思い出したという感覚がない

ままに，特定の反応をしてしまうなどの記櫨過程を指す。例えば単語

(ぎんこう，こうば，ゃくしょ，…)の印象評定をもとめた後，穴埋め

課題(ーんこ一)などを行うと，当てはまる単語としては「げんこう」

「かんこう J 1さんこう」などがあるにもかかわらず 1ぎんこう」とい

う諾が(思い出したという意識無しに)浮かんでくることがある。これ

180 は，潜在記憶の例だとされる。

また，長期記憶、を言語化可能な知識(宣言的知識)と言語化できない

知識(手続き的知識)に分けることもある O 宣言的な知識はさらに意味

記憶(いわゆる知識，辞書的な言葉の意味など)とエピソード記憶(特

定の時間，場所で、起きた一度限りの出来事の記憶，思い出など)に分類

される。

上記のネットワークモデルは可塑性が高く，こういった種々の記憶を

表現することができる。例えば，顕在記穏と潜在記憶の区別は活性化レ

ベルの違いとして去すことができるだろう O 潜在的な記憶は活性化の度

合いが低く意識に上らない記罷，顕在的な記憶は活性化の度合いが闇値

を超えた場合だと考えることができる。また，意味記憶とエピソード記

憶の違いは，ノードに If時間」や「場所」のタグがついているか否かで

表すことができる O ただし汎用性があるということは，制約がないとい

うことでもあり，汎用牲が大きいほど，モデルに沿った特定の予測を行

うことは難しくなる O



3.記瞳の変容と自信的記韓

モデルは実証的研究を促し実証的研究で得られた成果はモデルへと

還元される。このようにして拡充されることにより，モデルは日に見え

ない人の認知機能をより明示的なものにする O ここでは，こういった過

程で進められてきた近年の記憶研究のなかからトピックを二つ選び，紹

介する。

DRMパラダイムと偽りの記憶の形成

記憶はビデオカメラや録音テープのようなものではない。特定の言葉

を字義通りに再生することは国難であり，覚えていることはいつのまに

か変容する。近年では，実際に体験しなかったことであっても，まるで

あったかのように思い出される場合があることが示されており，これら

の記'臆を慮記憶あるいは偽りの記憶とよんでいる。

虚記憶の生成過程を検討するパラダイムのひとつにディース，ロー

デイガー，マクダーモット (Deese，Roediger， McDermott)の発案に

よる DRMパラダイムがある。これは，関連のあるJ単語の列を提示し，

あったかなかったかを後で向う記情課題である。例えば「ねむり J から

連想される単語，すなわち「よふかし，あくび¥ふとん，…」などの一

連の単語を提示し，後に再認を求めると，実際には提示されなかった

「ねむり」が「あった」と判断されることがある。意味ネットワークモ

デルで表せば，互いに関連する単語が集中的に活性化し実捺には提示

されてはいないが関連する単語の活性化レベルが高まり，再認されやす

くなると解釈することができる。
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自伝的記憶

幼児のころ，小学校のころ，中学校のころのこと，家族との思い出，
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友人との思い出，訪れた場所の記憶など，自分の人生で起きたさまざま

な体験の記憶を自伝的記憶という O 自伝的記憶は自己を形作り，今ある

自分を支え，これからの自己のあり方を指し示す重要な記憶情報だとい

えるだろう O 近年は，こういった自伝的記穂の研究が進んでいる O

3主主で、は意味記憶における倍々の概念がカテゴリーや階層性のなかで

構造化されることを学んだ。同様に，自伝的記i意も時間取11や特定の節目

に繋留される(つなぎとめられる)かたちで構造化されると考えられて

いる O 例えば，思い出を競ろうとすれば，時間軌にそって記穏をたぐっ

ていくことになる O また，学校，友人，恋愛，などの大きなテーマを支

える偶加のエピソードは，互いに関連づけられて保持されていると考え

られる O 学校時代の思い出をムつ思い出すと，次々に関連する情報が想

起されるだろう O

コンウェイ (Conway& Pleydell-Pearce， 2000) は自伝的記憶を階層

構造を持つネットワークとしてモデル化している O 上位には I高校の

ころJ I大学に通っていたころJ I子どもが小さいころ」といった，人生

の特定の時期(ライフタイム・ピリオド)を特鍛付ける知識が時間取!i状

に並ぶ。その下の階層には，例えば人間関係というテーマでは「初恋」

IAとの恋愛J Iちとの結婚」など，仕事関連のテーマであれば「アルバ

イト J I最初の職J I第二のJ[裁」などの出来事:が連なる(これらを一般的

出来事ーとよぶ)0 そ ~tぞれの一般的出来事には，より具体的な初恋の人

の面影やデートをした場所，あるいは職場の様子，最初の勤務日の緊張

感といった，出来事を特徴付ける個別の知識(出来事に関する個別の記

憶)が速なっている O 一般的出来事の想起は僻別の知識の活性化を促

し，ありありとしたイメージを伴う出来事の記憶が想起される。また，

一つの出来事は同じテーマの別の出来事の想起を促すだろう O このモデ

ルは自伝的記憶の階層的な特徴をよく捉えている。



おわりに

覚える，保持する，思い出すといった記憶の過程や，種々の記憶がど

のような関連性を持ち，機能しているのかを具体的にイメージすること

は難しい。しかし，特定の側面を切り取り，モデルというかたちで示す

ことにより，こういった尽に見えない心的機能を客体化することができ

るO モデルの数は研究者の数だけあるともいわれる。みなさんも自分の

記寵過程を顧みて，モデル化してみてほしい。
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演習開題

⑪ 
認知科学で用いられるモデルに関する記述としてもっともあては

まらないものを Aつあげなさい。

選択肢

① 実験結果を予言!IJする。

② 現象を説明する。

③ 現象の特定の側面を明確化する。

184 ⑥ 常に数式で表わされる。

正解 ④ 

解説

①，②，③は適切な記述である。最終的な目標は定量的な(数値

による)記述であるにしても，多くの認知科学的モデルは定性的

(対象の性質を分析し，記述する)である。

⑪ 
下記の用語の組み合わせとして不適切なものを A つ選びなさい。

選択肢

① 車JlI索，樹状突起

② 潜在記i意，短期記'1話

③ 意味記憶，エピソード記憶

④ 奇韻ループ，視覚スケッチパド



正解 ③ 

解説

①は細胞集成体モデルの成分，③は長期記憶の種類，④はワーキ

ングメモリの成分であり，それぞれ適切な組み合わせである。③の

潜在記憶と短期記憶は異なる分類枠総みに含まれるので，適切な組

み合わせとはいえない。

⑪ 
ネットワークモデルの特徴として不適切なものをーつ選ぴなさ

し、。

選択肢

① ノードとリンクからなる O

② ノードとノードの結びつきの強さはリンクの重み付けで表され

るO

③ ノードは関係性を表す。

④ 活性化情報はリンクにより伝播する。

正解 ③ 

解説

①，②，④は適切な記述である O ノードは概念を表すので③は不

適切である O 関係牲を表すのはリンクである。
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